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文
化
の
架
橋

萱
　
の
り
子

書
法
文
化
の
お
ひ
ざ
も
と
、
中
国
で
の
書

へ
の
関
心
は
今
日
必
ず
し
も
高
く

は
な
い
。
文
学
や
吉
法
の
専
門
家
は
別
に
し
て
、
若
者
の
意
識
は
経
済
発
展

ヘ

と
向
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
共
通
理
解
も
薄
ら
い
で
い

る
。
状
況
は
日
本
に
お
い
て
も
さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
だ
ろ
う
。
過
去
の
遺
産

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
新
し
い
現
象
に
目
を
向
け
る
べ
き
は
ど
の
分
野
で
も
同
じ

だ
が
、
こ
と
書
学
書
道
史
に
関
し
て
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

昨
年
７
月
に
安
田
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
書
法
文
化
書
法
教
育
国

際
会
議
は
、
東
ア
ジ
ア
在
住
の
研
究
者
　
実
践
家
の
枠
を
超
え
て
、
書
の
今
後

の
可
能
性
を
探
る
大
き
な
研
究
交
流
の
機
会
に
な

っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
文

化
研
究
の

一
つ
の
柱
と
な

っ
て
い
る
昨
今
、
書
の
分
野
に
お
い
て
も
こ
の
テ
ー

マ
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
異
な
る
民
族
の
多
様
な

文
化
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
理
解
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
唯

一
の
解
答
な
ど
な

い
こ
の
問
い
に
、
多
視
点
か
ら
こ
た
え
よ
う
と
す
る
機
会
が
今
年
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
の
研
究
分
野
と
の
関
連
で
紹
介
し
て
み
た
い
。

本
年
７
月
に

「文
化
架
橋
の
美
学

（卜
，
付汗
Ｌ
８

〕
ユ
毎
既
Ｆ
い
の
Ｆ
一市岳
めのと

を

テ
ー
マ
に
し
た
第
１７
回
国
際
美
学
会
が
ト
ル
コ
の
ア
ン
カ
ラ
で
開
催
さ
れ
る
。

芸
術
文
化
や
民
族
回
有
の
感
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て
共
有
で
き
る
の
か
、
芸
術

諸
現
象
を
め
ぐ

っ
て
議
論
す
る
主
旨
で
あ
る
。
美
学
は
西
洋
で
成
立
し
た
学
問

で
あ
る
た
め
に
、
当
学
会
の
開
催
地
も
西
洋
に
偏
り
が
ち
で
あ

っ
た
が
、
近
年

は
、
研
究
対
象
や
視
点
交
流
の
必
要
性
か
ら
、
世
界
各
地
で
開
か
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
前
々
回
６
年
前
に
は
ア
ジ
ア
圏
で
初
め
て
日
本
が
当
番
国
と
な

っ
て

千
葉
で
開
催
さ
れ
、
前
回
３
年
前
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開

催
さ
れ
た
。
研
究
分
野
の
最
新
情
報
が
聴
取
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
開
催
地
な

ら
で
は
の
文
化
や
時
事
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
国
際
学
会
の
醍
醐
味

で
あ
る
。
日
本
で
開
か
れ
た
折
に
も
、
ア
ジ
ア
の
民
族
芸
術
や
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
を
検
証
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
用
意
さ
れ
た
。
今
回

の
開
催
国
ト
ル
コ
は
、
文
化
的
に
も
地
理
的
に
も
束
と
西
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
に

位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
東
で
は
ど
の
よ
う
に
文
明
が
拓
か
れ
、
あ
る
い
は

伝
え
ら
れ
、
宗
教
や
自
然
環
境
と
融
合
し
た
独
自
の
文
化
が
発
展
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ト
ル
コ
か
ら
西
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
影
響
関
係
は
ど
う
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
現
代
の
視
点
か
ら
改
め
て
問
い
直
し
て

み
よ
う
と
い
う
発
信
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
枠
か
ら
、
研
究
発
表
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
別
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
が
複
数
企
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
項
目
に
は
、
芸
術
と
政
治
、

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
美
学
、
写
真
、
建
築
と
都
市
性
、
地
中
海
の
相
互
文
化
と

創
造
、
環
境
　
風
景
　
美
学
、
言
語
　
筆
跡
　
書
法
が
あ
る
。
果
文
化
の
交
流

や
理
解
に
は
、
訳
語

の
選
定
が
不
可
避

で
あ
る
。
百
営
い
患

鳩
】
誓
【
【■
‘

Ｏ
Ｌ
キ鳴
Ｓ
Ｆ
と

と
い
う
語
と

「言
語
　
筆
跡
　
書
法
」
（筆
者
訳
）
と
い
う
語
と

で
は
、
内
容
や
イ
メ
ー
ジ
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
だ
ろ
う
。
語
の
示
す
範
囲
や

意
味

の
差
果
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
当
席
上
で
の
関
心
を
呼
ぶ
と
思
わ
れ
る
。

「書
か
れ
た
も
の
」

へ
の
関
心
が
、
果
文
化
間
で
は
お
の
お
の
ど
の
よ
う
に
熟

し
て
い
る
か
を
観
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
パ
ネ
ル
に
参
加
を
予

定
し
て
い
る
。
機
会
が
許
せ
ば
、
事
後
の
報
告
を
し
て
み
た
い
。
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第
１８
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
の
ご
案
内

第
１８
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
筑
波
大
学
に
お

い

て
以
下
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
十
月
上
句

に
会
員
各
位
に
配
布
予
定

の
「
研
究
発
表
レ
ジ

ュ
メ
集
」
と

と
も
に

「最
終
案
内
」
と
し
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、

現
在
ま
で
に
固
ま

っ
て
い
る
大
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
理
事
会

＝
十

一
月
十
六
日
（金
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
つ
く
ば
に
て
。

○
大
会

＝
十
七
日
（土
）
午
前
九
時
、
筑
波
大
学
総
合
研
究

棟
Ｄ
＝
写
真
＝
に
て
受
付
開
始
。
九
時
三
十
分
か
ら
総

会
、
十
時
三
十
分
か
ら
研
究
発
表
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
関
す
る
基
調
講
演
、
午
後
五
時
終
了
予
定
。
今
大

会
も
前
年
度
同
様
、
分
科
会
を
設
け
ま
せ
ん
。
（発
表
件

数
の
関
係
で
十
八
日
に
も
研
究
発
表

を
設
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
懇
親
会

＝
十
七
日
（土
）午
後
六
時
半

か
ら
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
つ
く
ば
に

て
開
催
予
定
。

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
十
八
日
（Ｈ
）午
前

■
時
か
ら
（予
定
）筑
波
大
学
結
合
研

究
棟
Ｄ
に
て
。
「書
学
に
お
け
る
用

語
の
問
題
（仮
題
と

を
テ
ー
マ
に
開

催
予
定
。

○
大
会
会
場

へ
の
交
通
＝
Ｏ

つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
線

（「秋
葉
原
」
始
発
）

を
利
用
の
場
合
、
「
つ
く
ば
」
行
に
て
終
点
下
再
。
「
つ

く
ば
」
駅
地
上
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
関
束
鉄
道
バ
ス

「筑
波
大
学
中
央
」
行
も
し
く
は

「筑
波
大
学
循
環
（右
同
り
と

行
に
て

「筑
波
大
学
西
」

下
車
。
②

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
八
重
洲
南
同
よ
り
高
速
バ
ス
を

利
用
の
場
合
、
「
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
」
行
に
て
終
点
下
車
。

「
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
関
東
鉄
道
バ
ス

「筑
波
大
学

中
央
」
行
も
し
く
は

「筑
波
大
学
循
環
（右
回
り
と

行

に
て

「筑
波
大
学
西
」
下
草
。
Ｏ
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

「土
浦
」

「荒
川
沖
」
「
ひ
た
ち
野
う
し
く
」
駅
よ
リ
バ
ス
を
利
用

の
場
合
、
各
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
よ
り
関
東
鉄
道
バ
ス

「
筑
波
大
学
中
央
」
行
に
て

「
筑
波
大
学
西
」
下
車
。

翁
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
大
会
会
場

ま
で
は
、
タ
ク
シ
ー
で
５
分
程
度
で
す
）

○
宿
泊
用
の
ホ
テ
ル
は
各
自
で
手
配
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
理
事
　
監
事
　
幹
事
を
位
に
つ
い
て

は
、
理
車
会
お
よ
び
準
備
会
等
の
関

係
上
、
事
務
局
に
て
十

一
月
十
六
、

十
七
の
両
Ｈ
（泊
）
、
「
エ
ポ
カ
ル
つ

く
ば
文
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
別
館
）
に

シ
ン
グ
ル
　
ル
ー
ム
を
確
保
し
て
お

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
月
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

第
３
回

「書
学
書
道
史
学
会
会
員
の
た

め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告

平
成
１９
年
２
月
１１
日
（日
）
、
淑
徳
大
学
書
字
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お

い
て
、
午
後
２
時
よ
り
２
時
間
に
わ
た

っ
て
、

第
３
同

「書
学
書
道
史
学
会
会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
数
が
こ
れ
ま
で
を
下
回

っ
た
こ
と
は
、
残
念
で

は
あ

っ
た
が
、
同
大
学
の
小
川
博
章
助
教
授
に
よ
る
総
合

的
解
説
、

つ
い
で
個
々
の
陳
列
品
の
丁
寧
な
解
説
が
な
さ

れ
、
そ
の
後
に
参
加
者
価
々
人
が
存
分
に
鑑
賞
す
る
時
間

を
え
て
、
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な

っ
た
。

鑑
貸
に
供
さ
れ
た
拓
の
多
く
は
整
本
で
、
新
　
旧
拓
を

対
比
す
る
展
示
や
、
話
題
の
新
出
ｉ

「
井
真
成
基
誌
」
や

顔
真
卿

「王
林
墓
誌
」
、
ま
た
珍
し
い
藍
拓
　
緑
拓
を
含
む
、

多
極
多
様
な
内
容
で
あ

っ
た
。
当
日
展
示
さ
れ
た
拓
本
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（国
内
局
）

〈鑑
賞
拓
本
リ
ス
ト
〉

①
毛
公
鼎
　
西
用

②
散
氏
雛
　
西
周

Ｏ
権
量
銘
　
茶

④
粥
邪
台
刻
石
　
秦

①
煤
孝
内
刻
石
　
↓削
漢

①
開
通
褒
斜
道
刻
石
　
後
漢
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2007年度 口第18回大会研究発表募集要項

今秋の第18回書学書道史学会大会は、筑波大学において別項のとお り開催されます。発表会場は前年度同様

に 1室 とし、分科会を設けません。なお、 2日 日は憤例の鑑賞行事に代えて、シンポジウム 「書学における用

語の問題(仮題)」が開催される予定です。つ くばエクスプレス線の開通により、所要時間が大幅に短縮され、

東京から至近の会場となりました。ぜひ、奮って研究発表をお申込みください。

H己

1)日 時 :平成19年11月17日(土)/(発 表件数の関係で18日にも研究発表を設定する場合があります)

2)発 表時出 :各30分(質疑応答10分を含む)/従 来の40分(質疑応答同)から変更されました。ご注意ください。

3)申 込方法 :適宜の形式の 「大会発表申込書Jに 標題 氏 名を明記し、800字程度のレジュメを派えて提出し

てください。

4)レ ジュメの形式 ,原男uとしてヮープロで作成し、テキス ト形式でフロッピーディスクに保存して、FP字出

力した別紙と合せて提出してください。メール送信も受付けます。その場合は、印字出力したものを合せ

てFAX送 信してください。

5)発 表中込締切 :平成19年7月 10日(火)=必 着 =

6)発 表者の決定と通知 ,大会での発表者は、学会理事会で決定し、精果を個別にお知らせします。

7)「 レジュメ条Jの 配布 :大会発表者の 「レジェメ集Jは 、10月上旬に大会日程とともに全会員に配布します。

※大会での発表については、学会誌 『書学書道史研究』第18号(平成20年秋刊)への論文投稿申込みがあったも

のとして扱われます。改めて学会誌への投稿中込みをする必要はありません。

※発表希の論文原稿の締切 りは、平成20年 3月 末日です。原稿の採否は査読委員会で決定されます。学会誌掲

載についてご不明の点は、編集局まで文書でお問合せ ください。

米大会発表申込書とレジュメ(フロッピーディスク 印 字添付)1ま、封筒に 「発表中込 レ ジュメ在中」と明記

して、下記宛にお送りください。不着事故をさけるため、配達記録郵便または宅配使をご利用 ください。

(送り先〉〒150‐0031東京都渋谷区桜丘町29-35 ヴ ィラ桜ケ丘ビル 7F

Te1 03"3462‐5251  Fax 03‐3464‐8521

書学書道史学会国内局 大 会運営委員会 宛

④
陽
三
老
石
宝
題
記
　
後
漢

①
嵩
山
太
室
石
閉
銘
　
後
漢

①
嵩
山
少
室
石
槻
銘
　
後
漢

①
嵩
山
開
母
廟
石
閣
銘
　
後
漢

①
嵩
山
太
室
石
閉
後
銘
　
後
決

⑫
石
門
項
　
後
漢

①
乙
映
碑
　
後
漢

⑭
礼
器
碑
　
後
漢

①
史
晨
前
碑
　
後
渓

⑩
西
狭
頌
　
後
漢

⑫
楊
准
表
記
　
後
漢

①
首
全
碑
　
後
漢

①
画
像
樽
　
漢

⑩
楊
紹
買
地
苅
　
晋

の
袋
龍
顔
碑
　
宋

②
能
門
二
十
品
（始
平
公
造
像
記
）

の
張
猛
純
碑
　
北
魏

②
鄭
述
祖
修
廟
碑
　
北
斉

④
鳳
泉
寺
舎
利
塔
銘
　
陪

④
木
伏
護
造
像
記
　
唐

②
景
龍
観
鐘
銘
　
唐

〇
井
真
成
墓
誌
　
唐

④
王
球
基
誌
　
唐

①
徐
循
墓
誌
　
唐

③
郭
虚
己
墓
誌
　
唐

②
多
宝
塔
碑
　
席

⑤
争
坐
位
帖
　
唐

①
顔
氏
家
廟
碑
　
唐
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〈研
究
余
話
〉

削
除

・
改
刻
さ
れ
た
甲
骨
文
字

浦
野
　
俊
則

甲
骨
文
字
資
料
は
、
多
量
に
あ
る
が
、
そ
の

一
部
に
、
既
存

の
文
字
を
削
除
し
、

そ
の
上
に
別
の
文
字
を
刻
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
意
味
を

考
え
る
。

以
降
に
も
刻
し
て
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
文
字
と
し
て
読
め
る
も
の
は
な
い
。
他
の
行

に
も
削
除
痕
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
文
字
と
し
て
読
め
る
も
の
が
な
い
。

こ
の
例
で
は
、
削
除
さ
れ
た
文
字
が
、
現
存
の
文
字
と
同
じ
大
き
さ
で
同
様
の
内

容
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
、
理
由
は

分
か
ら
な
い
。

【例
二
】
台
北

・
中
央
研
究
院
蔵
亀
甲

（『段
墟
文
字
丙
編
』

一
）

図
４
は
、
『丙
編
』
に
削
除
痕
の

あ
る
文
字
を
指
摘
し
て
あ
る
。
そ

れ
は
、
図
の
グ
レ
ー
表
示
の
範
囲

で
あ
る
。
こ
の
範
囲
内
に
大
き
な

文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文

を
刻
す
た
め
に
既
存
の
文
字
を
削

除
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例

一
と
例
二
は
、
と
も
に
特
別
大
き
な
文
字
で
刻
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

大
事
な
も
の
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
大
字
甲
骨

に
も
削
除
痕
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
未
検
討
で
あ
る
。

【例
三
】
花
園
お
東
地
甲
骨

一
九
九

一
年
に
段
墟
花
園
荘
束
の
Ｈ
３
坑
か
ら
甲
骨

一
五
人
三
片
が
出
上
し
た
。

整
理
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
五
六

一
版
。
そ
の
う
ち

一
二
九
版
に
文
字
の
削
除
痕
が

あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
さ
で
あ
る
。
文
中
の
一
～
二
の
文
字
を
削
除
し
て
い

る
例
が
多
い
。
削
除
痕
の
上
に
再
刻
し
た
も
の
は
数
例
し
か
な
い
。
文
字
が
特
段
大

き
い
わ
け
で
は
な
く
、
削
除
理
由
は
前
例
と
は
果
な
る
。

例

一
と
例
二
は
、
甲
骨
文
字
の
臨
書
資
料
と
し
て
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（二
〇
〇
六
　
九
　
二
三
　
第
二
回
研
究
発
表
会
　
発
表
要
旨
）

【例

一
】
中
国
国
家
博
物
館
蔵
大
学
骨
（
『段
魂
害
契
精
華
』
『中
国
国
家
博
物
館
蔵
法

書
大
観
」
所
収
）

図
１
は
、
諸
書
に
見
え
る
著

名
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
刻

字
の
中
央
部
分
を
拡
大
す
る
と
、

現
存
文
字
の
下
に
別
の
文
字
が

刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

図
２
は
、
「
若
」
字
の
部
分

で
、
こ
の
文
字
と
重
な
っ
て
、
細
い

線
が
見
え
る
。
画
像
を
拡
大
す
る
と
、

刻
し
て
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

図
３
は
、
細
い
刻
線
を
太
く
書
き

起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
亦
里
」

（ま
た
、
あ
り
）
の
二
年
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
復
元
す
る
と
、
こ
の

行
に
は
、
「乃
弦
亦
里
希
若
」
と
刻

し
て
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「若
」
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第
３
回
研
究
発
表
会
開
催
の
お
知
ら
せ

研
究
発
表
会
は
第
ｌ
Ｈ
、
第
２
Ｕ
と
も
５０
人
ほ

ど
が
集
う
盛
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
第

３
同
も
束
京
　
板
柄
区
の
人
束
文
化
大
学
に
お
い

て
、
下
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
な

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

同
時

”
９
月
２４
Ｈ
（月
　
祝
）

‐２

”
３０
　
受
付
開
始

略

”
００
　
開
会

‐６

中
００
　
終
了
（予
定
）

場
所

「
大
束
文
化
大
学
　
杖
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

⌒
納
触
勢
阻
脚

十際
撤
鞠
鵬
一
酬
下
草
、
ま
た
は

）

〈研
究
発
表
〉

１
　
伝
西
行
筆

『山
家
心
中
集
』
害
講

一
考

囲
科
院
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
家
入
い
徳

今
Ｈ
二
人
の
筆
者
の
寄
合
き
、
お
よ
び
後
成

の
四
人
に

よ

っ
て
き
写
さ
れ
て
い
る
伝
西
行
筆

『山
家
心
中
朱
』
（吉

本
家
蔵
）
は
、
そ
の
寄
合
き
が
無
秩
序
な
き
写
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
我
々
が
考
え
て
い
る
よ
う

な
規
則
的
な
分
担
が
な
さ
れ
た
千
写
で
は
な

い
に
し
ろ
、

何
か
し
ら
の
条
件
か
ら
十
年
箇
所
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
、
今
般
、
こ
の

『山
家
心
中

朱
』
の
書
誌
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

２
　
王
前
の
書
論
に
み
る
唐
格
観

筑
波
大
学
大
学
院
博
上
後
期
課
程
　
高
橋
佑
太

主
洲

（
１
６
６
８
～
１
７
３
９
）
は
滞
朝
初
期
に
お
け

る
碑
帖
来
習
を
代
表
す
る
さ
人

の

一
人
で
、
考
証
や
錨

別
に
構
し

い
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。

『
竹
雲
題
嫉
』

や

「虚
舟
題
城
』
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
著
述
を
残
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
王
洲
の
キ
述
の
内
容
に
関
す
る
研
究
は

数
少
な
く
、
そ

の
苦
法
観
は
必
ず
し
も
明
ら
か
と
は
な

っ
て

い
な

い
。
そ
こ
で
本
発
表

で
は
常
柑
に
焦
点
を
あ

て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
評
語
の
検
討
を
通
し
て
、
〓
肘
の

書
法
観

の

一
端
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
手
論
史

的
な
位
置
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た

い
。

３
　
日
本
に
お
け
る
工
泰
之
書
法
の
受
客
と
展
開

―
空
海
筆

「
風
信
帖
」
を
中
心
に
―

大
束
文
化
大
学
大
学
院
博
―‥
後
期
課
料
　
金
用
命

日
本

の
普
通
史
に
お

い
て
、
工
義
之
苦
法
が
奈
良
時

代
に
盛
ん
に
受
容
さ
れ
て
以
来
、
古
廷

の
苦
文
化
の
礎

を
築

い
た
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
平
安

時
代
に
も
引
き
続
き
愛
好
さ
れ
た
が
、
そ

の
代
表
的
な

道
品

に
空
れ
筆

「
瓜
信
附
」

が
あ

る
。
本
発
表

で
は
、

「風
信
帖
」
の
内
容
に
ま

つ
わ
る
人
物
と
時
代
背
景
、
さ

ら
に
中
国
と
Ｈ
木
と

の
外
交
関
係
な
ど
を
見
掘
え
な
が

ら

「瓜
信
帖
」
と
工
義
之
書
法
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。

〈会
員
に
よ
る
研
究
余
話
〉

刻
法
と
筆
法
の
怪
し
い
関
係大
束
文
化
大
学
教
授
　
澤
Ｈ
雅
弘

一
九
九
九
年

の
拙
稿

「
北
魏
基
誌
の
鏑
刻
に
つ
い
て
」

令
大
束
■
道
研
究
」
第
七
号
）
以
来
、
北
朝
桑
誌
の
刻
を

気
に
留
め
て
き
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
増
す
ば

か
り
で
す
。
こ
の
た
び
は
余
話
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
現

在
進
め
て
い
る
研
究
作
業
を
含
め
て
、
錦
刻
や
そ
の
状
態

か
ら
考
え
ら
れ
る
工
房
、
ま
た
特
定

の
基
誌
の
刻
に
つ
い

て
、
分
か

っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
な
ど
、
墜
理
を

す
る
つ
も
り
で
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

回

「会
員
研
究
動
向
（
１８
年
度
と

に
関
す
る
お
願
い

標
記
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
第
十
六
ル
に
て
ご
依
頼
い
た

し
ま
し
た
が
、
公
員
各
位
に
は
、
ご
発
表
の
研
究
を
ご
報

告
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コい

一
、
対
象

＝
昨
年
度

を
一〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
〇
七
年
二

月
）
公
刊
し
た
著
苦

（学
術
許
）
、
及
び
論
文

（学
術
志
、

紀
要
、
論
文
集
、
各
社
報
告
挙
に
消
載
さ
れ
た
も
の
）

二
、
内
容
＝
氏
名
、
苦
名
ま
た
は
論
文
題
名
、
出
版
社
ま
た

は
所
収
誌
（巻
　
号
数
明
記
）、
刊
行
年
月
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い

（書
式
自
由
）。

工
、
宛
先
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
て
副
稲
策
局
長
　
菅
野
智
明
先

（”Ｆ抑神
所「裂平∞中期菊始対鞄持〓現神与●）

川
、
締
切
＝
二
〇
〇
七
年
六
月
末
Ｈ

五
、
採
否
は
ご

一
任
く
だ
さ
い
。
ご
報
告
分
に
つ
い
て
は
、

抜
刷
等
の
寄
郎
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（編
集
局
）

【訂
正
一
会
報
Ｍ
ｌ２
号
に
掲
載
し
た
山
本
ま
り
子
氏
の
投
稿

ョ
和
漢
朗
詠
集
』
茶
手
本
と
成
辰
切
れ
に
つ
い
て
」
に
誤
梅

挙
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
下
い
た
し
ま
す
。

中
段
１２
行
日

」
「■
手
木
」
↓

「
吻
で
は
■
手
本
」
、
１４
行

日

”
衷
点
線
部

ａ
と

↓

ズ
点
線
部

ｃ
と
、
下
段
４
行
日

¨

「
轟
手
本
は
」
↓
削
除
、
６
１

７
行
日

”
「
な
か
ろ
う

か
。

（改
行
）
そ
れ
は
」
↓

「な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
」
、
注
１

ヽ

「
小
松
茂
美
」
↓

「小
な
茂
美
氏
」
、
注
２

「本
名
好
ｉ
」
↓

「本
名
好
モ
氏
」
、
凶
１２‐
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

一
成
辰
３０
↓
戊
辰

ま
た
図
版
”
の
行
号
の
欠
落
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
図
巾

辞
手
本
５
と
、
同
り
華
手
本
５０
と
を
、
次
の
よ
う
に
差
し
脊

え
ま
す

( 2 )

葦手本50
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現
代

の
拓

工
の
名
手

い
ず

こ今
成
晴
巳

近
年
、
中
田
各
地
で
出
上
し
た
碑
誌
の
拓

本
を
時
得
す
る
機
会
が
あ
る
が
、
そ
の
折
法

技
術
の
低
下
に
は

一
本
の
技
し
さ
を
感
ず
る
。

清
朝
の
金
石
収
蔵
家
と
し
て
名
高

い
陳
介

減
な
ど
は
、
跳
公
符
、
劉
守
業
と
い
っ
た
拓

Ｉ
の
名
手
達
を
食
客
と
し
て
迎
え
て
い
た
位

そ
の
採
拓
技
術
を
重
要
祝
し
て
い
た
。
家
蔵

の
十
右
任
旧
蔵

「王
弘
基
誌
」
に
も
子
氏
の

齋
，
の
ほ
か
に

「石
脩
」
と
い
う
朱
文
印

一

方
が
鈴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
憐
と
は
子
右

任
詩

「昭
陵
石
馬
歌
」
の
計
中
に
出
て
く
る

楊
石
僣
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
右
任
が
民
同

則
に
洛
陽
で
出
上
し
た
英
誌
の
採
拓
を
任
せ

て
い
た
打
工
の
名
手
の

一
人
で
あ

っ
た
。
だ

が
右
に
は
こ
の
時
す
で
に
採
拓
の
名
手
が
い

な
く
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
詩
中
で
陛
い
て

い
る
。
八
十
年
を
過
ぎ
た
今
に
な

っ
て
は
更

に
名
拓
工
の
出
現
を
期
待
す
る
の
は
酷
な
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

書

の
未
来
　

　

　

　

　

　

谷
口
邦
彦

昨
年
の
第
五
回
苦
法
文
化
き
法
教
育
国
際

会
議
で
は
、
高
校
仕
　
大
学
生
企
画
を
担
当

し
た
。
中
で
も
日
米
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

議
論
白
熱
し
、
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
り
■

が
り
を
見
せ
た
。
配
‐ｉ
に
木
来
は
あ
る
か
」

と
い
う
過
激
な
テ
ー
マ
設
定
が
功
を
奏
し
た

格
好
。
Ｈ
本
側
の
学
生
は
概
ね

「哺

い
」
と
批
え

て
い
る
の
に
対
し
米
国
側
は
架
観
的
で
対
照

的
。
特
に
日
本
側
学
生
四
人
の
意
見
を
開
き

な
が
ら
内
心
肛
促
た
る
も
の
が
あ

っ
た
。
学

生
が

「哺

い
」
と
感
じ
る
の
は
、
我
々
の
閉

鎖
性
を
微
感
に
容
知
し
て
の
こ
と
で
は
と
。

も
と
も
と
き
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
馴
染
ま
な
い

と
の
意
凡
も
領
け
る
が
、
今
の
時
代
そ
ん
な

こ
と
を
言

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

會
津

八

一
〓
西
川
寧

往
復
書
簡
石
井
　
健

日
頃
、
日
本
の
古
代
と
近
現
代
の
■
道
史

に
興
味
を
持
ち
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
昨

年
九
月
、
早
稲
田
大
学
含
津
人

一
記
念
博
物

針
に
お
い
て

「西
川
学

へ
の
手
紙
―
命
洋
八

一
西
川
字
往
復
洋
簡
―
」
展
が
開
催
さ
れ
、

同
展
田
録
に
往
復
苦
間
を
通
じ
て
兄
た
人

一

と
中
の
交
流
に
つ
い
て
記
す
機
会
を
得
た
。

そ
の
と
き
宿
題
と
な

っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ

る
「々

津
八

一
Ｈ
展
審
査
貞
れ
任
未
遂
事
件
」

と
で
も
い
う
べ
き
問
題
で
あ
る
。
同
展
の
開

催
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
木
発
表
だ

っ
た
西
川

年
宛
八

一
十
術
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
、

人

一
の
Ｈ
展
不
出
品
と
審
査
員
城
任
木
遂
を

巡
る
問
題
の
　
端
が
お
ほ
ろ
げ
な
が
ら
見
え

て
き
た
。
た
い
へ
ん
興
味
深
く
、
折
を
兄
て

文
に
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
る
。

審
布
員
批
任

〇
洋
同
雅
弘

（常
任
叫
事
）
―十
人
束
文
化
大
学

教
授
新
任

Ｏ
Ｈ
賀
野
啄
公
ム
員
）
＝
大
束
文
化
大
学
専
任

講
師
新
任

Ｏ
高
澤
浩

一
公
ム
貝
）
＝
二
松
学
舎
大
学
専
任

講
師
新
任

Ｏ
棋
出
木
二
（常
任
理
事
）
＝
跡
児
学
国
女
十

大
学
教
授
昇
任

Ｏ
柿
木
原
く
み
（件
事
）
＝
相
模
女
十
大
学
准

教
授
邦
れ

〇
信
厳
友
江
公
ム
員
）
＝
安
田
女
子
大
学
教
授

信
雄
公
ム
員
）
＝
安
田
女
子
大
学
教
授

〇
ケ! 萩  昇
任   任

◆
勤
務
先
の
パ
ソ
コ
ン
が
枚
障
し
、
メ
ー
ル

等
の
問
覧
は
可
能
で
す
が
返
信
が
で
き
ま
せ

ん
。
仕
事
量
と
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
快
調

な
日
々
。
修
理
は
も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う

で
す
。
最
近
、
き
学
研
究
者
に
と

っ
て
有
川

な
拓
本
日
録
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
川
博
章
）

◆
東
京
田
立
＝
物
館
束
洋
館
で
は
、
「槌
安

府
中
国
碑
帖

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
が
開
梓
。

人
淀
雑
の
ダ
　
ヴ
ィ
ン
チ
展
と
は
別
世
界
の

第
八
主
で
は
、
気
品
の
凛
う
宋
拓
の
仰
帖
に

凶
ま
れ
、
特
別
出
嫌
の
高
品
菊
次
郎
翁
の
高

像
画
が
慈
愛
に
満
ち
た
限
差
し
で
迎
え
て
く

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（柿
木
原
く
み
）

◆
世
代
交
代
の
加
速
．
学
生
た
ち
に
と

っ
て
、

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
か
と
思
い
き

や
、
現
場
の
声
は
ま
る
で
逆
。
適
任
者
不
足

で
大
あ
わ
て
。
か
ば
ん
持
ち
時
代
の
終
焉
。

右
能
な
後
継
者
の
市
成
を
、
其
剣
に
見
高
す

の
も
今
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
（争
嶋
思
十
）

◆
埼
玉
県
大
■
那
去
沼
町
の
大
龍
寸
は
、
私

の
祖
父
け
が
眠
る
亀
田
家

の
■
提
寺

で
あ

り
、
他
日
鵬
捕
椰
宅
の
庚
中
塔
が
延

つ
。
こ

の
庚
中
堺
の
Ｌ
日
さ
れ
る
点
は
、
鵬
第
四
十

九
歳

「
ぎ
や
う
多
」
「く
ま
可
や
」
等

の
地

名
の
仮
名
書
き
で
あ
る
。
今
Ｈ
は
良

い
拓
が

採
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（亀
日
絵
工
呑
）

◆
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
思
い
も
か
け

な

い
資
料
が
続
出
。
古
典
結

の
基
本
台
帳

『国
辞
総
合
日
録
』
や
田
文
学
研
究
資
料
針

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
の

「日
本
古
典
籍

総
合
目
録
」
に
未
哉
の
資
料
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
城
）

◆
中
国
（安
徹
省
）れ
住
の
友
人
よ
り

「強
山

八
宝
印
泥
」
と
印
泥
川
の
油
が
届
い
た
。
そ

れ
ら
の
製
法
に
つ
い
て
、
文
献
等
に
よ
り
興

味
を
も

っ
て
い
た
の
で
尋
ね
て
み
た
と
こ

ろ
、
「円
外
不
出
で
、
古
来
、
長
男
に
し
か

伝
授
し
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
生
な

る
哉
．
文
化

の
奥
深
さ
が
こ
こ
に
も
あ

っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
ま
り
子
）

◆
大
学
を
移
る
に
あ
た

っ
て
、
研
究
宝
に
積

も

っ
た
本
を
随
分
処
分
し
た
。
も
う
使
わ
な

い
と
靴
信
し
な
が
ら
、
手
放
せ
ず
に
連
れ
て

き
た
本
も
ま
だ
多
い
。
層
し
く
も
あ
り
悲
し

く
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（爪
）
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